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子どもたちの学ぶ意欲を引き出し
「確かな資質・能力」をはぐくむ

数学的な見方・考え方を働かせた「わかる・できる・活
い
かす・楽しむ」数学的活動の充実と

ICTの活用により確かな資質・能力が育つように…
私たちはこの教科書が、そのたすけとなることを心から願って編修しました。

編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）

心が動く、その先へ。

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105-40 中学校 数学 数学 2年
発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教科書名

1. 編修の基本方針

数学的に考え表現するための学び方をはっきり示します
～主体的・対話的で深い学びの実現～1基本

方針

数学の楽しさやよさをしっかり感じられるようにします
～学びに向かう力の涵

かん
養
よう
～2基本

方針

数学を生活や学習に活用するための力をきっちり築き上げます
～基礎的・基本的な力の確実な定着～3基本

方針
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1 自分の考えをもち、対話することを通して深い学びを実現します
・章はいくつかの節に、節はいくつかの小節に分かれています。
各小節で、右のマークが付いている〈問〉では主に「思考力、判
断力、表現力等」を養うことができます。
・ 学び合おう は、問題解決型の授業展開をはっきりと示した小節で
す。巻末には、 学び合おう に対応した、切り離して使える「対話
シート」を用意しています。

2 数学的な見方・考え方を働かせられるようにします
・各小節の横欄〈大切な見方・考え方〉では、その場面で必要な「数
学的な見方・考え方」を具体的に示すことで、数学的な見方・考
え方を働かせながら数学的活動に取り組めるようにしています。

3 わかりやすく扱いやすい教科書 QR コンテンツで
　　学びの効果を高めます
・コンテンツを起動しなくても内容を推
測しやすいように、デジタルコンテン
ツを使うと有効な場所に二次元コード
をレイアウトし、その上に「見る」「た
めす」「身につける」「図形のまとめ」「調
べる」「統計ツール」という分類を付
記しています。
・デジタルコンテンツは初見の生徒でも迷わずに扱うこ
とができるよう、わかりやすいインターフェースとし
ています。
・「データの活用」領域では、度数分布表やヒストグラム、
度数分布多角形、ドットプロット、箱ひげ図を作成し
たり、それらを加工したりすることができる統計ツー
ルを用意しています。

巻頭「ICTを活用しよう！」（p.10）

ICT を活用しよう！
教科書ＱＲコンテンツ
二次元コードからアクセスできる、
学びに役立つアニメーションや
シミュレーション、練習問題などが
あります。

先生・保護者のみなさんへ
この教科書では、紙面にある二次元コードをタブレットなどで読み取ると、学習の参考になる情報を見るこ
とができます。この情報は無料ですが、インターネット接続に通信料などが発生する場合があります。通信
環境をご確認のうえ、ご利用ください。なお、この情報をすべての生徒が一律に学習する必要はありません。
二次元コードが読み取れない場合は、下記のURLをご参照ください。

式や表、グラフ、図形などを変化させて
考察を深めるシミュレーションなどです。

理解を助けるアニメーションや
動画などです。

図形の性質を確認することができる
アプリケーションです。

統計の表やグラフをつくることができる
アプリケーションです。

調べ学習やデータ収集に役に立つ
ウェブページへのリンクです。

基
き
礎
そ
的・基本的な知識や技能を

身につけるための練習問題です。

見る

二次元
コード

身につける

二次元
コード

調べる

二次元
コード

図形のまとめ

二次元
コード

統計ツール

二次元
コード

ためす

二次元
コード

コンテンツ一覧

二次元
コード

当社のWebページアドレスが入ります。
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3 章　1次関数「学び合おう」（p.92 ～ 93）

1

数
関
次

３
章

右の図の 1 のグラフは、商品Ａと商品Bの
いずれかについて、x年間使用したときの
総費用をy万円としてかいたグラフです。
（1） 1 のグラフは、商品Ａと商品Bの
 どちらのグラフですか。
（2） 1 のグラフの傾

かたむ
きと切

せっ
片
ぺん
は、それぞれ

 どんな数量を表していますか。
（3） もう一方の商品についても、 1 と
 同じようにxとyを考えることにします。
 そのxとyの間の関係を表すグラフを、
 右の図にかき入れましょう。
（4） 商品Aと商品Bのそれぞれについて、
 xとyの間の関係を式に表しましょう。

使用年数で場合分けをして、商品Aと商品Bの
どちらの総費用が安くなるかを整理しましょう。
また、どのように考えたか説明し伝え合いましょう。

商品Aと商品Bの総費用を比べるとき、
これまでに学んできたどんな方法や考え方が
役に立ちましたか。

商品A、商品Bがともに、前ページの表の値段から
3万円引きで買える場合、 についての答えは
変わってくるでしょうか。

5 10O

10

5

15

20

25

y (万円)

x(年間)

1

根
こん

拠
きょ
を明らかにする

表、グラフ、式を使って
ことばで説明する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

商品の値段を変える

大切な見方・考え方

2 考えよう

5 深めよう

3 話し合おう

4 ふり返ろう

93
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15

20
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値段 年間の電気代

商品A 12万円 14000円

商品B 15万円 9000円

レオさんの家では、冷蔵庫の買いかえを
検討しています。現在使っているものと
同じ大きさの冷蔵庫について調べた結果、
商品Aと商品Bが候補に残りました。
レオさんたちは、商品を選ぶ方法について
話し合っています。

数学の問題にしよう

冷蔵庫の値段と毎年かかる電気代を合計した総費用で
商品Aと商品Bを比べて、安い方を買うことにします。
どのような場合に、どちらの総費用が安くなるでしょうか。

（1） 商品Aと商品Bを値段で比べると、安いのは
商品Aです。しかし、年間の電気代で比べると、
安いのは商品Bです。
以上のことから、どのようなことが予想できますか。

（2） について調べるには、どのような方法が
考えられますか。

商品の総費用が安いのはどちらか、比べる方法を考えよう。めあて

ここでは色や形は
考えないものとして、
商品Aと商品Bの
どちらが得かで
考えよう。

商品の値段は買うときに
1度だけ払

はら
うお金で、

年間の電気代は
毎年払うお金だね。

総費用で比べよう4

数量の関係に着目する

使用年数と総費用

大切な見方・考え方

数学の問題にする

総費用に着目して
比
ひ
較
かく
する

大切な見方・考え方

対話シート 2▶p.251

1 見通しをもとう

レオさん 真衣さん

身近なことがら

92

5

10

15

20

巻末「対話シート」（p.251）

　　組　　番　　名前

ふり返ろう

●対話シート 　 （92〜 93ページで使います。切り取って使い、ノートにはって残しましょう。）2

251

右の表の商品Ａと商品Bについて、
x年間使用したときの総費用を
y万円として、総費用を比べましょう。

商品A

商品B

x 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

y

x 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

y
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y (万円)

x(年間)

1

値段 年間の電気代

商品A 12万円 14000円

商品B 15万円 9000円

４章　図形の性質と
　　　合同（p.112）

巻頭「この本の使い方」（p.2）

                    　　　 次の章の学習につながる問題などです。家庭での学習に役立ててください。

章の扉�� 　これから学ぶことのきっかけとなる場面です。

節 　各章はいくつかの節に、節はさらに小節に分かれています。

次の学習に進むための出発点となる問題です。
確か
めよう

は、すでに学んだ問題が出発点となります。

めあて 学習のめあてです。

例1 学習する内容を理解するための具体例です。

解答例 のうち、ノート風の枠
わく
内にかかれたものは、

標準的な解答のかき方を示しています。

問1 学習する内容をより理解するための問題です。

次のようなマークがついているものもあります。
考えよう 解決の方法などを自分なりに考える問題です。
話し合おう 話し合いを通して解決したり、

    考えを高め合ったりする問題です。
深めよう 学習の過程をふり返るなどして

    理解を深める問題です。

説明できるかな？ 方法や理由などを説明する問題です。

まちがえやすい問題 まちがえたり誤解したりしやすい問題です。

学びに向かう力を育てよう    主体的に学習に取り組む態度が身についているかを
        確認するための課題です。

学び合おう 自分で考え、みんなで話し合って理解を深めていく小節です。
  巻末の対話シートを使って話し合いましょう。

やってみよう 学んだことを活用して考える課題です。

次の課題 新たな問題に目を向けるための問いかけです。

基本の問題 その節で学んだ基本的な内容の問題です。

数学の
たんけん数学の
たんけん

学んだ内容に関連した興味深い話などです。

確かめ
すでに学んだ内容である
ことを示しています。
参考になるページを
示しているものもあります。

その場面で身につけたい
数学的な見方・考え方です。

時間にゆとりがあるときに
自分で取り組む問題です。

補
ほ
充
じゅう
の問題がのっている

ページを示しています。
家庭での復習などに
役立ててください。

★

★

★

★

この本の使い方

次の章を学ぶ前に

大切な見方・考え方

チャレンジ

補充問題1
▶️p.269

章の扉
とびら
・節

2

学び合おう

共通する考え方に
着目してまとめる

関連づけてまとめる

大切な見方・考え方

数学的に考え表現するための学び方をはっきり示します
～主体的・対話的で深い学びの実現～1基本

方針

●対話シート　 2

1 見通しをもとう

2 考えよう

3 話し合おう

4 ふり返ろう

5 深めよう

身近なことがら

数学の問題にしよう

コンテンツ一覧

二次元
コード
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1 指導者と生徒、保護者が「学びに向かう力」の大切さを共通認識できるようにしています
・巻頭の「学びに向かう力を育てよう！」では、「主体的
に学習に取り組む態度」とはどのような態度なのかが
生徒や保護者にもわかるように、具体例とともに明示
しています。
・各章では、数学のよさについて考える活動や数学を生
活や学習に生かす活動、解決の過程をふり返って評価・
改善する活動、多様な考えを認め、よりよく解決する
活動を適宜設けています。

2 生徒の疑問や気づきを学びの推進力にします
・この教科書では、生徒の興味・関心・意欲を学びの推進力とするための工夫をしています。

巻頭見返しや章の扉では、生徒に疑問を抱かせ、どうすれば疑問を解消できるのかと興味を引くようなこと
がらを写真やイラストを使った楽しい紙面で紹介しています。また、その疑問を数学の問題として解決して
いく過程を丁寧に扱っています。

3 数学を活用しようとする態度を養います
・この教科書では、身近なことがらを数学の問題にする
過程や、学んだ数学から新しい数学の問題を見いだし
ていく過程を丁寧に扱っています。（p.92、157 など）
・各章の「数学のたんけん」や巻末の「SDGs と数学」「数

学を仕事に生かす」「数学研究室」「プログラムと数学」
では、様々な場面で数学が活用されていることを知る
ことができるようにしています。

巻頭「学びに向かう力を育てよう」（p.6）

例

例

例

歩幅 レオさん

陸
りく
さん

彩
あや
さん

数学のよさについて考えようとする態度1

数学を生活や学習に生かそうとする態度2

この教科書で学ぶみなさんには、次のように学習に取り組む態度を自らとることが
できるようになって欲しいと願っています。このような態度を身につけることで、
みなさんにとって必要な「学びに向かう力」が養われていくでしょう。

学びに向かう力を育てよう！

「三角形」を
「四角形」に変えると
どうなるかな。

��学んだことを生活に生かそう

��ほかにわかることや新たな問題を見つけよう

1辺にn個ずつ碁
ご
石
いし
を並べて

正三角形の形をつくるとき、
碁石の総数は
　　3（n-1）個
と表すことができます。

(道のり )=(歩
ほ
幅
はば

) * (歩数 )

正の数と負の数を使うと、
「高い・低い」のように
反対の性質をもつ数量を
簡単に表すことができるね。

歩幅が一定なら、歩数から
歩いた道のりが求められるね。

予想気温
あす（℃）

最高
前日比

17
津

－120
奈良

－2

19
大津

－2

18
彦根

－2

22
福井

020
敦賀

－119
舞鶴

－4
23
豊岡

－2
20
鳥取

－4

17
岡山

－3
17
高松

－4

20
徳島

+2

18
姫路

－3 18
神戸

－1

19
京都

－4

19
岐阜

－3

19
名古屋

－2

19
大阪

－3

19
潮岬

0

20
和歌山

+1

n
個
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巻末　数学 マイ トライ「数学研究室」（p.212）

1970年の大阪万博の入場者数

5

10

15

20

数学研究室

2025年に大阪・関西で国際博覧会(万博)が開
かい
催
さい
されます。

　日本初の国際博覧会が開催されたのは、1970年のことです。
その正式名

めい
称
しょう
は「日

にっ
本
ぽん
万
ばん
国
こく
博覧会」ですが、開催地が

大阪府吹
すい
田
た
市であったことから、一

いっ
般
ぱん
的には「大阪万博」と

よばれています。
　日本だけでなくアジアでも初の国際博覧会であったことから
大きな話題となり、多くの人々が訪

おとず
れました。3月15日から9月13日までの

183日間の開催期間で、総入場者数は64218770人でした。

1日ごとの入場者数について、
データの傾

けい
向
こう
を見てみましょう。

　最小値、最大値、平均値、
中央値は、右の表の通りです。

　次のページの図1は、1日ごとの入場者数をヒストグラムに表したものです。
ヒストグラムは左右非対

たい
称
しょう
な山型で、右にすそが長いです。

このような分布の特
とく
徴
ちょう
は、平均値が約35万人、中央値が約32万人で、

平均値の方が中央値より大きいことにも表れています。
　図2は、データを月曜日から金曜日まで、土曜日、日曜日の3つに分けて、
縦軸

じく
を相対度数として表した度数分布多角形です。この図からは、どんな傾向が

読み取れるでしょうか。

最小値 163857人 3月 16 日(月曜日)
最大値 835832人 9月 5 日(土曜日)
平均値 350922人
中央値 321736人

1970年の大阪万博のようす

2025年の大
おお
阪
さか
・関
かん
西
さい
万
ばん
博
ぱく
会場のイメージ画像

生活

212

数学の楽しさやよさをしっかり感じられるようにします
～学びに向かう力の涵

かん
養
よう
～2基本

方針

スタート位置はどれだけずらせばいいの？

1

維
い
新
しん
百年記念公園陸上競技場（山

やま
口
ぐち
県山口市）

▶️p.32　スタート位置を決めよう

2

巻頭見返し １章　式の計算「学び合おう」（p.32）

ゴールの位置は全レーンが
第１レーンのスタート位置と同じ

第１レーン
第２レーン
第３レーン
第４レーン

スタート位置は外のレーンほど前に設ける

………………この周の長さを 
第1レーンの1周の
長さとする　 

…………………この周の長さを 
第2レーンの1周の
長さとする　 

陸上トラックのセパレートコースを
1周すると、内側のレーンより外側の
レーンの方が長くなります。
ゴールの位置を同じにして、各レーンの

スタートからゴールまでの長さを等しく
するには、各レーンのスタート位置を
どのくらいずらせばよいでしょうか。

数学の問題にしよう

陸上トラックを、下の図のような、
2つの半円と 1つの長方形を組み合わせた
形とみることにします。
　また、各レーンの内側の周の長さを、
そのレーンの 1周の長さとします。

各レーンの幅
はば
を 1ｍとして、第 2レーンと第 1レーンの

1周の長さの差を求めてみましょう。

対話シート 1▶p.247

4 スタート位置を決めよう

数学の問題にする

条件を明確にする

大切な見方・考え方

身近なことがら

真
ま
衣
い
さん

ほかに何を決めればいいかな。
15

10

5

２年１章　221117

32

学び合おう
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1 既習内容を確認することで学びの連携を図ります
・新しい章にはいる直前には、既習事項を確認する
「次の章を学ぶ前に」を設けています。
　新しい章の学習をスムーズに行うことができます。

・導入の問題に〈 Ｑ
確かめよう

〉、横欄に〈確かめ〉を適宜
設けています。既習である基礎的・基本的な内容を、
　必要な場面で確かめることができます。

2 学んだことを活用する活動を通して、生きて
　　働く知識・技能が身につくようにしています
・「知っていることを使えるようにする」ことや「同
じように考える」ことを、〈大切な見方・考え方〉
として適宜明示しています。これまでに身につけ
た知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を新
しい問題の解決に生かすことで、基礎的・基本的
な学力を確かなものにしていきます。

４章　図形の性質と合同「次の章を学ぶ前に」（p.97）

小中連携をふくめた学びの連携を重視しています。

1
次
関
数

３
章

次の章を学ぶ前に 解答例▶︎p.234

右の図は、直線ADを
対
たい
称
しょう
の軸

じく
とする線対称な

図形です。
この図について、次の
問いに答えましょう。
（1）頂点Bに対応する頂点はどれですか。

（2）辺BCに対応する辺はどれですか。

（3） ~ BCDに対応する角はどれですか。

（4）次の にあてはまる角をかき入れましょう。
~ CDA= ~

（5）直線ADからの距
きょ
離
り
が、頂点Cと等しい

頂点はどれですか。

次のことがらを表すように、 にあてはまる記号を
かき入れましょう。
（1）2直線l、mは

平行である。
l m

（2）直線nは線分ABの垂直二等分線で、
その交点がMである。

n AB

AM BM

1

1
2

2

A

C

B

E

D

F

l

m

A B
M

n

確かめ ▶︎算数
・ぴったり重ね合わせる
ことができる2つの図形は
合同であるという。
左の図で、
四角形ABCDと
四角形AFEDは
合同である。

・合同な図形で、重なり合う
頂点、辺、角を、それぞれ
対応する頂点、対応する辺、
対応する角という。

確かめ ▶︎1年
・直線、線分、半直線

・線分ABと線分CDの
長さが等しい

AB=CD

・~ABCの大きさが90°
~ABC=90°

・直線ABと直線CDが
垂直である

AB|CD

・直線ABと直線CDが
平行である

AB:CD

A

直線AB

線分AB

B

A
B

A

半直線BA
B

A

半直線AB
B
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数学を生活や学習に活用するための力をきっちり築き上げます
～基礎的・基本的な力の確実な定着～3基本

方針

2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭 ・自分の考えを表現したり、他者と協働して取り組んだりする学び方を示
すことで、真理を求める態度、自他の敬愛と協力を重んじる態度、創造
性や自律の精神を養えるようにしました。（第１号、第２号、第３号）

p.4 〜 10

１章
　式の計算

・基礎的・基本的な内容を丁寧に扱う一方、理解が早い生徒が進んで取り
組むことができる問題の〈チャレンジ〉を横欄に設けました。（第２号）

p.16、19、22、
23

２章
　連立方程式

・環境教育の観点から、イラストにレジ袋やストローを描くのをやめたり、
空き缶のリサイクル活動を問題として取り上げたりしました。（第４号）

p.39、56、57

３章
　１次関数

・環境教育、消費者教育の観点から、年間の電気代を考慮して 2つの冷蔵
庫にかかる総費用を比較する課題を設けました。（第４号）

p.92 〜 93

４章
　図形の性質と合同

・算数や中学 1年で学習した内容と結びつけながら、数学的な推論の必要
性と意味を理解できるようにしました。（第１号）

章全体

５章
　三角形と四角形

・数学の歴史に関するコラムを掲載することで、数学は過去の数学者の努
力によって発達してきたことを理解できるようにしました。（第５号）

p.143

６章
　場合の数と確率

・確率の必要性と意味を生活の場面と関連づけて理解できるようにし、探
究していく態度を養えるようにしました。（第１号、第２号）

p.178 〜 179、
184

７章
　データの比較

・猛暑日に関するデータの考察を通して環境問題を実感し、生命を尊び、
自然を大切にする態度を養えるようにしました。（第４号）

p.186 〜 197

巻末
　数学マイトライ

・1970 年大阪万博と 2025 年大阪・関西万博に関するコラムを掲載し、国
際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるようにしました。（第５号）

p.212 〜 213

４章　図形の性質と合同（p.109）

既習事項を生かした学びを大切にしています。

右の図アの~xの大きさを求めたいとき、
この図のままでは、これまでに学んだ
図形の性質を使うことができません。
どのようにすれば、~xの大きさを
求められるでしょうか。

これまでに学んだ図形の性質を使って、いろいろな角の大きさを調べよう。めあて

右の図イは、 の図アの辺BCに平行な直線を
かき加えたものです。
　このように、問題を解くために、もとの図に
かき加えた線を補助線といいます。

図イを使って、図アの~xの大きさを求めましょう。
また、図イのほかに、~xの大きさを求めるための
補助線のひき方を見つけましょう。

55' 60'

x

25'

A

B C

P

どんな補助線をひけば、
三角形の内角と外角の性質が
使えるようになるかな。

ア

イ

補助線を使った角の大きさの求め方5

知っていることを
使えるようにする

平行線の性質や
三角形の内角と外角の
性質を使えるように
補助線をひく

大切な見方・考え方

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P
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右の図アの~xの大きさを求めたいとき、
この図のままでは、これまでに学んだ
図形の性質を使うことができません。
どのようにすれば、~xの大きさを
求められるでしょうか。

これまでに学んだ図形の性質を使って、いろいろな角の大きさを調べよう。めあて

右の図イは、 の図アの辺BCに平行な直線を
かき加えたものです。
　このように、問題を解くために、もとの図に
かき加えた線を補助線といいます。

図イを使って、図アの~xの大きさを求めましょう。
また、図イのほかに、~xの大きさを求めるための
補助線のひき方を見つけましょう。

55' 60'

x

25'

A

B C

P

どんな補助線をひけば、
三角形の内角と外角の性質が
使えるようになるかな。

ア

イ

補助線を使った角の大きさの求め方5

知っていることを
使えるようにする

平行線の性質や
三角形の内角と外角の
性質を使えるように
補助線をひく

大切な見方・考え方

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

55' 60'

x

25'

A

B C

P

問1
話し合おう
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5

① 誰もが見やすく使いやすい紙面への配慮
●特別支援教育への配慮
・すべての生徒が等しく学べるように、ユニバーサルデ
ザイン（UD）を採用しました。
・UDフォントを全面的に使用しました。
・文章を読みやすい位置で改行したり、図中の文字を大
きくしたりして、情報を読み取りやすい紙面構成にし
ました。
・小学校で学習しない漢字、学習しない読み方をする漢
字には、見開きごとに振り仮名をつけました。振り仮
名には大きく見えるUDゴシック体を使用しました。

●カラーユニバーサルデザイン（CUD）
・専門家の指導のもと、見分けやすい配色にしたり、色
以外の情報を追加したりして、誰もが情報を読み取る
ことができるようにしました。

② 人権上の配慮
●男女平等、多様性社会への配慮
・イラストでは、性別による役割の固定化がないように
配慮しました。
・キャラクターとして外国にルーツをもつ生徒を登場さ
せたり、制服姿で登場する女子中学生にスラックスや
スカートを履かせたりするなど、多様性を認める社会
を表現しました。
・協働の場面では、性別や人種などに関係なく、みんな
で協力している姿を表現しました。

③ 今日的な課題への取り組み
● SDGs との関連
・SDGs を紹介するコラムを新設し、数学と社会の繋
がりを意識できるようにしました。（「SDGs と数学」
p.202 〜 203）
・環境にやさしい植物油インキと再生紙を使用しました。

●道徳教育との関連
・問題解決の場面では、自らの考えを発表し、他者の多
様な考え方を尊重し、話し合いを通してよりよい考え
をつくり上げていく展開を重視して、道徳性を養うこ
とに配慮しました。（p.178 〜 179 など）

●伝統と文化との関連
・我が国の伝統と文化に対する理解を深められるような
内容を数学と関連づけて取り上げました。（「さっさ立
て」p.208）

●防災教育との関連
・防災への意識を高められるような内容を取り上げまし
た。（「雷に気をつけよう」p.87）

●キャリア教育との関連
・数学を生かして働く人のコラムを載せることで、社会
参画の意識を高められるようにしました。（「数学を仕
事に生かす」p.204 〜 205）

●日本語表記への配慮
・これからの時代にふさわしい公用文作成の手引として
文化審議会が令和 4年 1月 7日に建議した「公用文
作成の考え方」に則り、読点には「、」を用いました。

④ ICT の活用
●教科書 QR コンテンツ
・理解を助けるアニメーションや動画（見る）、考察を
深めるシミュレーション（ためす）など、多彩なデジ
タルコンテンツを数多く用意しました。

●プログラミング教育
・「プログラムと数学」では、プログラミング的思考を
身につけられるようにしました。（p.214 〜 215）

●周辺教材の充実
・デジタル教科書、教材を発行します。

⑤ 個別最適な学びの実現
●個別学習への配慮
・小節（本文）の〈例〉に見出しをつけることで復習を
しやすくしました。
・節末や章末、巻末には、個に応じて取り組める多彩
な問題を用意しました。これらの問題には巻末に解
答例を掲載しているので各自のペースで問題に取り
組めます。

●基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得
・「身につける」の文字を付記した二次元コードから、
練習問題のコンテンツにアクセスできるようにしまし
た。問題はランダムに出題されるので、何度でも繰り
返し取り組むことができます。（p.15 など）

●学びを高める発展教材
・理解が早い生徒のための追加問題として、小節の横欄
に〈チャレンジ〉を設けました。（p.43 など）
・学習指導要領の範囲を超える発展的な学習内容にも取
り組めるようにしました。（p.51、184）

●デジタルとアナログのよさを生かす配慮
・p.109 〜 110 の角度を求める問題では、当該ページ
の紙面や巻末「ふり返りシート」（p.253）の図に様々
な補助線をかき入れながら考えたり話し合ったりする
ことができるようにしました。
　また、これらの図を変形できるデジタルコンテンツを
使って、図形の性質を統合的・発展的に考察すること
ができるようにしました。

3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色



1

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

「わかる」「できる」を大切にした基礎・基本重視の教科書
特　色

1

１．編修上特に意を用いた点や特色

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105-40 中学校 数学 数学 2年
発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教科書名

1 学びやすく指導しやすい構成としています
・小節は原則として 1時間の授業に対応するように
構成し、小節ごとに〈めあて〉を示したり〈例〉
に見出しをつけたりすることで、学習内容をつか
みやすく、復習をしやすくしています。
・〈例〉〈問〉は小さなステップで段階的に学びを積
み上げていけるようにしています。

2 生徒が苦手を克服できるようにしています
・文字を使った説明、連立方程式の文章題、図形の
性質の証明などの学習の初期段階では、空欄を埋
める形式の問題を適宜設け、自力解決できるよう
になるまで、発達段階に応じて段階的に学習を進
められるようにしています。

・教科書QRコンテンツでは、理解を助けるアニ
メーションを用意しています。

3 大切な情報が伝わりやすいようビジュアルを
工夫しています

・キャラクターの吹き出しやノート風の枠を使って、
数学的な表現の例を示しています。（p.103、105、
111、179 など）

２章　連立方程式〈教科書 QR コンテンツ〉（p.54）

〈めあて〉や〈例〉の見出しによって、学習の意図を明確に
しています。

７章　データの比較（p.188）

例1

データの値を小さい順に並べて、値の個数が等しくなるように
4つに分けたときの、3つの区切りの位置の値を四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
といい、

小さい順に第１四分位数、第２四分位数、第３四分位数といいます。

値が20個ある表1の2003～ 2022年の
データの四分位数は、次のように求めます。
まず、データの値を小さい順に並べかえて、
小さい方と大きい方の半分ずつに分けます。

・中央値は15日です。（ 2）
・第1四分位数はデータの値の小さい方の
　半分の中央値で、9.5日です。（ 1）
・第3四分位数はデータの値の大きい方の
　半分の中央値で、21日です。（ 3）

値が偶
ぐう
数
すう
個あるデータの四分位数の求め方

15 16 17 19 20 22 23 26 27 31
↑ ↑ ↑

最大値

3 5 7 7 8 11 12 13 14 15
↑↑

最小値 21 3

第１四分位数　 8+11
=9.52

第２四分位数　 15+15
=152

第３四分位数　 20+22
=212

　次の図は、186ページの表1の2003～2022年のデータをドットプロットに
表し、値

あたい
の個数を4等分する区切りの位置を破線 で示したものです。

！注意	第2四分位数は、中央値のことです。

四分位数を使ったデータの分布の表し方について考えよう。めあて

確かめ ▶算数

中央値

データの値が偶数個ある場合

(中央の 2つの値の平均値)

見る

二次元
コード

0 5 1510 20 25 30

５個 ５個 ５個 ５個

値の個数を４等分する区切りの位置

(日)
87

7
53 1716

15
1514131211 19 20 22 23 3126 27

箱ひげ図1節
四分位数と箱ひげ図1

確かめ ▶算数

5

10

15
15

20

188

連立方程式の文章題では、線分図や表の空欄を埋める活動を
通して、数量の関係を捉えられるようにしています。
また、それらの問題についてわかりやすく解説するアニメー
ションを用意しています。

2年２章　221027

速さに関する問題例1

確か
めよう

A町～峠 峠～B町 A町～B町

道のり(km) 19

速さ(km／h) 3 5

時間(時間) 5

道のり

速さ

5時間

19 km

A町 B町

時　間

xkm ykm

時間

時速 3 km 時速 5 km

時間
峠

◀時速 3kmを 3km／hと
表すことがあります。

　峠
とうげ
をこえて、A町から19km離

はな
れたB町へ

行くのに、A町から峠までを時速 3kmで、峠から
B町までを時速 5kmで歩いたところ、ちょうど
5時間かかりました。A町から峠までと峠から
B町までの道のりを、それぞれ求めましょう。
A町から峠までの道のりをxkm、峠から
B町までの道のりをykmとして、
問題にふくまれる数量の関係を図や表に
整理すると、式がつくりやすくなります。

考え方

次の数量を式で表しましょう。
（1） xkmの道のりを、時速 3kmで歩いたときに

かかる時間
（2）時速 3kmで a 時間歩いたときに進む道のり

連立方程式を使って、速さに関する問題を解いてみよう。めあて

確かめ ▶算数

(時間)=

(道のり)= (速さ)* (時間)

(道のり)

(速さ)

速さの問題2

図や表の空
くう
らんに

あてはまる文字や式を
かき入れよう。

A町

B町
峠

54

20

15

10

5

見る

二次元
コード

２章　連立方程式（p.54）

根拠を明らかにして説明することを丁寧に扱っています。

右の図で、l:mのとき、~x、~yの
大きさを求めなさい。

右のような図で、l:mのとき、
~aと~bの間に成り立つ性質について、
次の（1）～（3）の順に調べなさい。
（1）　~a=110'のとき、~bは何度ですか。
（2）　~aと~bの間に成り立つ性質を
　　予想しなさい。
（3）　（2）で予想した性質がいつでも成り立つ
　　理由を説明しなさい。

問2

問3

説明できるかな ?

2つの直線に1つの直線が交わるとき、次のことが成り立つ。
1   2つの直線が平行なとき、
同位角は等しい。

2   2つの直線が平行なとき、
錯角は等しい。

左の図はl:mで、~cと~dは
錯角です。平行線の錯角は
等しいから、~c=~dです。

右の図はl:mで、~aと~bは
同位角です。平行線の同位角は
等しいから、~a=~bです。

表現の例②表現の例①

l
a

b d

c

m

l
70'

100'

x y
m

b d

a
l

m

c

　平行線の性質

補充問題19
▶︎p.222
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4 章　図形の性質と合同（p.103）



2

1 指導と評価の一体化をサポートし、生徒の「学びに
向かう力」を引き出します
・巻頭の「学びに向かう力を育てよう！」と連携する課題
として、「学びに向かう力を育てよう」を各章に設けて
います。生徒が課題に取り組む際に、粘り強い取り組み
を行おうとしているか、また、自らの学習を調整しよう
としているかを評価できるようにしています。ワーク
シートを付けることが特に有効な課題には、巻末に「ふ
り返りシート」を用意しています。

2 学びをふり返る活動を重視し、生徒の変容を捉えら
れるようにしています
・「学び合おう」や「ふり返りシート」には、その学習の
場面におけるふり返りの観点を明示しています。
・学習の過程をふり返ることで、生徒が自己の変容を自覚
しやすくなるようにしています。また、指導者は、その
記述を「主体的に学習に取り組む態度」を多面的に評価
するためのひとつの材料とすることができます。

3 デジタルのよさを生かして統合的・発展的に考察す
ることができます
・教科書QRコンテンツでは、式や表、グラフ、図形など
を変形させて考察を深めることができるようにしていま
す。1人 1台端末で、生徒の主体的な学びを実現します。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価
特　色

2

巻頭「学びに向かう力を育てよう！」（p.7）

右の表は、ある土曜日にA病院の
来院者が受付をしてから診

しん
察
さつ
が

始まるまでの「待ち時間」について
調べた結果です。
土曜日にA病院へ診察を受けに
行くとき、あなたなら、10時台と
11時台のどちらに行きますか。

例

例 A病院の待ち時間

階級(分)

10時台 11時台
度数
(人)

相対
度数

度数
(人)

相対
度数

以上 未満
0～ 60 24 0.60 6 0.30

60～ 120 8 0.20 14 0.70

120～ 180 8 0.20 0 0.00

合計 40 1 .00 20 1 .00

学習を終えたら、学習の過程をふり返って、ここで紹
しょうかい

介したような態度を
とることができていたかを自分で評価してみましょう。

レオさん

解決の過程をふり返って評価・改善しようとする態度3

多様な考えを認め、よりよく解決しようとする態度4

彩さん

私なら10時台に行くよ。
僕
ぼく
なら11時台に行くかな。

彩さんが10時台に行く
理由を聞きたいな。

すぐに答えにたどり着けなくても、
ねばり強く考えよう。
うまくいかないときは、
別の方法で考えることも大切だよ。

五角形の内角の和を求めましょう。

180°*(5-2) 180°*(5-1 )-180° 180°*5-360°

「三角形の内角の和は180°であることを使う」
という考え方は、どの方法も同じだね。

真
ま
衣
い
さん

7

「学びに向かう力」を具体例をあげて説明しています。

４章　図形の性質と合同「学びに向かう力を育てよう」
（p.110）図を変形して考えよう数学の

たんけん数学の
たんけん

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現
学びに向かう力を育てよう

補助線のひき方を
何通り見つけられるかな。

これまでに学んだ
図形の性質を使って、
求め方を説明できるかな。

右の図で、l:mのとき、~xの大きさを
いろいろな方法で求めましょう。

l
A

B

P

30'

x

45'
m

l a

x P

A

B

b
m

ふり返りシート 3▶︎p.253

次の課題　三角形以外の多角形についても内角の和は求められるかな。

彩
あや
さん

ためす

二次元
コード

レオさん

5右の図で、点A、Bはそれぞれ、
l: mである2直線l、mの上にあります。
点Pの位置をいろいろ変えたとき、~x、
~a、~bの大きさについて、どのような
関係が成り立つかを調べましょう。

110

「主体的に学習に取り組む態度」が身についているか
を確認することができます。

巻末「ふり返りシート」（p.253）

　　組　　番　　名前

253

ふり返りシート 　 （110ページで使います。切り取って使い、ノートにはって残しましょう。）3ふり返りシート

次の図で、l:mのとき、~xの大きさをいろいろな方法で求めましょう。

l
30'

x

45'
m

P

A

B

l
30'

x

45'
m

P

A

B

l
30'

x

45'
m

P

A

B

l
30'

x

45'
m

P

A

B

l
30'

x

45'
m

P

A

B

l
30'

x

45'
m

P

A

B

ふり返ろう

ここでの学習をふり返って、わかったことや大切だと思った考え方をまとめましょう。
また、疑問に思ったことやさらに知りたいこともかきましょう。

学びの過程や変容を捉えることができるワークシート
を用意しています。

４章　図形の性質と合同「数学のたんけん」（p.110）

図を変形して考えよう図を変形して考えよう数学の
たんけん数学の
たんけん

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現
学びに向かう力を育てよう

補助線のひき方を
何通り見つけられるかな。

これまでに学んだ
図形の性質を使って、
求め方を説明できるかな。

右の図で、l:mのとき、~xの大きさを
いろいろな方法で求めましょう。

l
A

B

P

30'

x

45'
m

l a

x P

A

B

b
m

ふり返りシート 3▶︎p.253

次の課題　三角形以外の多角形についても内角の和は求められるかな。

彩
あや
さん

ためす

二次元
コード

レオさん

5右の図で、点A、Bはそれぞれ、
l: mである2直線l、mの上にあります。
点Pの位置をいろいろ変えたとき、~x、
~a、~bの大きさについて、どのような
関係が成り立つかを調べましょう。

110

図形を変形することで、図形の性質を統合的・発展的に考察する
ことができるシミュレーションを用意しています。
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1 数学を活用する学習を多彩に取り上げています
・全国学力・学習状況調査の問題を参考に開発した教材、問
題を充実させています。巻末には、「活用の問題」を用意
しています。（p.226 ～ 229）

・ 説明できるかな？ というマークを付けた問題を設け、「理由」
や「方法・手順」などを数学的な表現を用いて説明する力
を養うことができるようにしています。（p.36、86、87、
183 など）

・条件を変えて新しい問題をつくる活動を設けています。
（p.27、93、149 など）

1 個に応じた学習ができるようにしています
・教科書QRコンテンツは、個の特性や発達段階に応じて取り扱うことが
できます。家庭での学習に活用することもできます。
・各小節には、やや難易度の高い問題を〈チャレンジ〉として出題して
います。また、小節末に適宜設けた〈やってみよう〉には、個や学級
の実態に応じて扱うことができる発展的な課題を用意しています。
・巻末の「補充問題」は授業の直後や定期的な復習として、家庭学習の
際に活用することができるようにしています。
・節末には「基本の問題」、章末には基礎・基本から標準的な問題までの
「章の問題」と、やや難易度の高い問題の「とりくんでみよう」を設け、
個の実態に応じて扱えるようにしています。
・学習指導要領の範囲を超える内容には〈発展〉マークをつけ、生徒の興
味・関心や学習状況に応じて扱うことができるようにしています。
・巻末「数学マイトライ」には、生徒の実態に応じて柔軟に取り組むこ
とができる問題や課題を用意しています。
・自学・自習に対応できるように、巻末の解答例を充実させています。

個別最適な学びで個をのばす配慮
特　色

4

数学を活用する力の育成
特　色

3

練習問題や発展的な内容に取り組む
ことができるシミュレーションなど、
多彩なコンテンツを用意しています。

　　１章　式の計算
〈教科書 QR コンテンツ〉（p.15）

　巻末　数学 マイ トライ
〈教科書 QR コンテンツ〉（p.211）

6 章　場合の数と確率「学び合おう」（p.178）

身近なことがら

くじを用意して
実験してみてはどうかな。

（1） のことがらについて予想しましょう。
（2）予想が正しいかどうかを確かめる方法を考えましょう。

　彩
あや
さんたちは、くじ引きで先に引く人とあとから

引く人では、どちらがあたりやすいかを考えています。

数学の問題にしよう

　上のことがらを、これまでに学んだことを使って考えるには、
どうすればよいでしょうか。

5 本のくじがあり、そのうちの 2本があたりです。
2人が続けて 1本ずつくじを引き、引いたくじは
もどさない場合、くじを引く順番によって、
あたりやすさにちがいはあるでしょうか。

起こりうるすべての場合を
樹形図や表に表して
考えられないかな。

 彩さん

 陸さん
 真衣さん

 レオさん

くじの総数とあたりの
本数を決めれば、確率の
問題になりそうだね。

何人でくじ引きをするのかも
決める必要があるね。

ほかに、決めなければ
ならない条件はないかな。

くじのあたりやすさを調べて説明しよう5
対話シート 4▶p.257

数学の問題にする

具体的な数を決めて
条件を明確にする

大切な見方・考え方

1 見通しをもとう

真衣さん陸さん

5

10

178

〈身近なことがら〉から数学的に表現した問題にする
過程を〈数学の問題にしよう〉として明示しています。

教科書の図を動的に捉えることができるシミュレー
ションを豊富に用意しています。

　５章　三角形と四角形〈教科書 QR コンテンツ〉（p.149）

AB=ACである;ABCの辺AB、AC上に、
AD=AEとなる点D、Eをそれぞれとると、
BE=CDとなります。
このことについて、次の証明を完成しましょう。

ある性質が成り立つ図形の条件の一部を変えたとき、
その性質や証明が変化するかしないかを調べましょう。

右の図のように、 の図の辺AB、ACを、
頂点B、Cの方向にそれぞれ延長し、
その延長線上にAD=AEとなる点D、
Eをそれぞれとるとき、BE=CDと
なることを証明しましょう。

の証明と問1の証明を比べて、
気づいたことを話し合いましょう。

めあて

問1

問2

D E

CB

A

D E

CB

A

;ABEと;ACDにおいて
仮定から AB= AC ………①

 AE= AD ………②
だから

 ~BAE=~CAD ………③
①、②、③より、 から
　　　;ABE# ;ACD

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから

 BE=CD

条件を変えても成り立つ性質6

証明

話し合おう

条件を変えて考える

辺上→辺の延長線上

大切な見方・考え方

ためす

二次元
コード

149

三
角
形
と
四
角
形

5
章

5

10

15

20

全国学力・学習状況調査でも出題されている、証明をふり返り、統
合的・発展的に考える問題を取り上げています。

５章　三角形と四角形（p.149）

学び合おう
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〔観点別教科書の特色表〕

教育基本法の遵守
● 教育基本法第２条に示された教育の目標を達成するために、自他の価値を尊重し、自主及び自律の精神を

養い、協働して学習に取り組むことを通して資質・能力を育成できるようにしています。また、防災、環
境保全、伝統と文化、国際社会への理解を深められるようにしています。

学習指導要領の遵守
● 巻頭に「数学の学習を始めよう！」「学びに向かう力を育てよう！」「数学的な見方 · 考え方を身につけ
よう！」「ノートのくふう」「ICTを活用しよう！」を掲載することで、学習指導要領に示された数学
科の目標を達成するための学び方を理解できるようにしています。（p.4 〜 10）

組織・配列・分量
● 巻頭、各章、巻末の構成で内容を配列し、各章と巻末には多彩な問題をバランスよく配置しています。
● ゆとりをもって学習に取り組めるよう、年間の配当時数の約９割で学習できる分量にしています。
● 既習事項とのつながりがわかるような一覧性のあるもくじにしています。

主体的・対話的で
深い学びの実現

● 巻頭の「数学の学習を始めよう！」では、数学的活動を通した問題発見・解決の過程と学び方のポイン
トを示しています。（p.4 〜 5）

● 問題解決型の授業展開を明示した小節である「学び合おう」には、話し合いを通して学びを深めていく
ための「対話シート」を用意しています。（p.32 〜 33、247 など）

知識及び技能の習得
● 新しい章にはいる直前に、既習事項を確認する「次の章を学ぶ前に」を設けています。（p.11 など）
● 基礎的・基本的な内容が理解しやすく、また、復習がしやすいように、小節ごとに〈めあて〉を示した

り、〈例〉に見出しをつけたりしています。（p.14 〜 15 など）

思考力、判断力、
表現力等の育成

● 各小節の横欄〈大切な見方 · 考え方〉には、生徒にもわかる表現で、どのような見方 · 考え方を働かせ
るのかを具体的に示しています。（p.92 〜 93 など）

● 数学的な表現力を高めるために、方法や理由などを数学的な表現を用いて説明する〈説明できるかな？〉
をすべての章に設けています。（p.36、86、159、200 など）

学びに向かう力、
人間性の涵養

● 巻頭の「学びに向かう力を育てよう！」では、「主体的に学習に取り組む態度」とはどのような態度な
のかが生徒や保護者にもわかるように、具体例とともに明示しています。（p.6 〜 7）

● 「主体的に学習に取り組む態度」を評価するための課題として、各章に「学びに向かう力を育てよう」
を設けています。巻末に「ふり返りシート」を用意しているものもあります。（p.23、245 など）

個別最適な学び、
家庭学習への対応

●教科書QRコンテンツは、個の特性や発達段階に応じて取り扱うことができます。家庭での学習に活用
することもできます。（p.10、15、54、73、108、169、187 など）

● 各小節には、やや難易度の高い問題を〈チャレンジ〉として出題しています。（p.16、43、78 など）
● 小節末に適宜設けた〈やってみよう〉には、個や学級の実態に応じて扱うことができる発展的な課題を

用意しています。（p.108、161）
● 巻末の「数学マイトライ」には、基礎的・基本的な内容を確実に習得するための「補充問題」や、全国学力・

学習状況調査の問題をもとに作成した「活用の問題」など、個に応じて取り組める多彩な問題、課題学
習、読み物を用意しています。（p.201 〜 229）

● 自学・自習に対応できるように、巻末の解答例を充実させています。（p.230 〜 242）

小・中・高の
連携への対応

● 小学校算数では実験、実測、観察などによって調べてきた図形の性質について、数学的に推論すること
によってあらためて調べ、調べる過程やその結果について説明し伝え合う活動に取り組めるようにして
います。（p.98 〜 100、136 〜 143 など）

● 場合の数の求め方やドットプロット、中央値など、小学校算数で学習している内容について、丁寧に学
び直しができるようにしています。（p.167、185、188）

● 学習指導要領の範囲を超える発展的な内容にも取り組めるようにしています。（p.51、184）

教育の ICT化への
対応

● 教科書紙面上の二次元コードから、さまざまなデジタルコンテンツにアクセスできるようにしています。
● 巻末の「プログラムと数学」では、星形正多角形をかくプログラムについて考察することができるよう

にしています。星形正多角形をかくプログラミングのコンテンツも用意しています。（p.214 〜 215）

特別支援教育、ユニ
バーサルデザインへ

の対応

● 読みやすい UD フォントを全面的に使用し、振り仮名には大きく見える UD ゴシック体を使用しています。
● 読みやすい位置で改行することで、文章の可読性を向上させています。
● 図中の線を太く、文字を大きくすることで、図を見やすくしています。
● カラーユニバーサルデザインに配慮した区別しやすい色を使用するとともに、色だけで情報を伝えないよ

うに、線の種類を変えたり、文字や形などの情報を付加したりしています。（p.169、176 など）

現代的・社会的な
諸課題への取り組み

● SDGｓ（p.202 〜 203）、キャリア教育（p.204 〜 205）、防災教育（p.87）、消費者教育（p.39、92
〜 93）、環境教育（p.39、57、186 〜 197、202 〜 203）、情報教育・情報モラル（p.216）に関す
る内容などを取り上げています。
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２．対照表

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数
１章　式の計算 A　数と式（1） p.11 〜 36

15１節　文字式の計算 A（1）ア（ア）、イ（ア） p.14 〜 25
２節　文字式の活用 A（1）ア（イ）、ア（ウ）、ア（エ）、イ（イ） p.26 〜 34
２章　連立方程式 A　数と式（2） p.37 〜 60

13１節　連立方程式 A（2）ア（ア）、ア（イ）、ア（ウ）、イ（ア） p.40 〜 51
２節　連立方程式の活用 A（2）イ（イ） p.52 〜 58
３章　１次関数 C　関数（1） p.61 〜 96

18１節　１次関数 C（1）ア（ア）、ア（イ）、イ（ア） p.64 〜 79
２節　１次方程式と１次関数 C（1）ア（ウ） p.80 〜 85
３節　１次関数の活用 C（1）ア（イ）、イ（イ） p.86 〜 94
４章　図形の性質と合同 B　図形（1）（2） p.97 〜 134

18１節　角と平行線 B（1）ア（ア）、ア（イ）、イ（ア） p.100 〜 116
２節　三角形の合同と証明 B（2）ア（ア）、ア（イ）、イ（ア） p.117 〜 132
５章　三角形と四角形 B　図形（2） p.135 〜 166

19１節　三角形 B（2）イ（ア）、イ（イ） p.138 〜 151
２節　平行四辺形 B（2）イ（ア）、イ（イ）、内容の取扱い（1） p.152 〜 164
６章　場合の数と確率 D　データの活用（2） p.167 〜 184 8
１節　場合の数と確率 D（2）ア（ア）、ア（イ）、イ（ア）、イ（イ） p.170 〜 181
７章　データの比較 D　データの活用（1） p.185 〜 200 6
１節　箱ひげ図 D（1）ア（ア）、ア（イ）、イ（ア） p.188 〜 198

（予備時間：８時間） 合計 97

伝統と文化・国際
理解への取り組み

● 「さっさ立て」や和算書など、我が国の伝統と文化に関する内容を取り上げています。（p.208）
● 数学の発展に寄与した歴史上の数学者としてユークリッドを紹介したり、さくいんに英語を併記したり

するなど、国際的に視野の広がる内容を取り上げています。（p.143、243）
● 1970 年大阪万博と 2025 年大阪・関西万博に関するコラムを掲載することで、国際社会の平和と発展

に寄与することに関心をもてるようにしています。（p.212 〜 213）

道徳教育・
他教科との関連

● キャラクターとして外国にルーツをもつ生徒を登場させたり、制服姿で登場する女子中学生にスラック
スやスカートを履かせたりするなど、多様性を認め合う態度を養うことができるようにしています。

● 中学生のキャラクターが話し合いを通じて互いの考えを認め合い、高め合う過程を表現することで、互
いを尊重し理解しようとする態度を養うことができるようにしています。（p.98 〜 99 など）

● 保健体育（巻頭見返し、p.32 〜 33）、理科（p.86 〜 87、96、209）、国語（p.101）、英語（p.243）
など、他教科と関わりのある内容を取り上げています。

印刷・製本

● Ｂ５判を採用しています。巻末「ふり返りシート」「対話シート」は、切り離して使った後、ノートに貼っ
て残すことを想定し、一般的なノートよりひとまわり小さいサイズにしています。（p.245 〜 260）

● 軽量化した再生紙と植物油インクを使用しています。表紙は耐水性や堅牢性に配慮し、表面加工を施し
ています。また、堅牢なあじろ綴じ製本で開きやすくしています。

先生方の授業準備の
支援、負担軽減への

取り組み

● 指導計画が立てやすいように、各小節は原則として 1 時間の授業に対応するようにしています。
● 各小節に設けた〈問・考えよう〉〈問・話し合おう〉〈問・深めよう〉〈問・説明できるかな？〉は「思考・

判断・表現」の評価に、各章に設けた「学びに向かう力を育てよう」は「主体的に学習に取り組む態度」
の評価に使うことができます。巻末の「ふり返りシート」「対話シート」も評価に利用することができます。

（p.2 〜 3、42 〜 43、46 〜 47、89、103 など）
●教科書QRコンテンツは、初見でも迷わずに扱うことができるよう、わかりやすいインターフェースと

しています。また、コンテンツを起動しなくても内容を推測しやすいように、コンテンツを使う場所に
二次元コードをレイアウトし、その上に「見る」「ためす」「身につける」「図形のまとめ」「調べる」「統
計ツール」という分類を付記しています。これらの文言の説明は、巻頭の「ICTを活用しよう！」に掲
載しています。（p.10）

●「６章　場合の数と確率」では、１つのさいころや 2 枚のコインを数千〜数万回投げられるシミュレーショ
ンを用意しています。授業の時間を効率的に使い、学習効果を高めることができます。



1

編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

51

数学のたんけん
３つの文字をふくむ
連立方程式

2

［第 2学年］2内容 A(2)
ア (ア)二元一次方程式とその解の意味を理解すること。
ア (イ)連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理

解すること。
ア (ウ)簡単な連立二元一次方程式を解くこと。
イ (ア)一元一次方程式と関連付けて、連立二元一次方程式を解く

方法を考察し表現すること。

1

184
数学のたんけん
期待値

1

［第 2学年］2内容 D(2)
ア (ア)多数回の試行によって得られる確率と関連付けて、場合の

数を基にして得られる確率の必要性と意味を理解すること。
イ (イ)確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。

1

合計 2

（「類型」欄の分類について）
１…学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、

当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105-40 中学校 数学 数学 2年
発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教科書名



 

③ 常用漢字以外の使用漢字一覧表 

 

 

彦 

p.6 

 

敦 

p.6 

 

錐 

p.31 

 

罫 

p.102 

 

綾 

p.202 

 

伽 

p.208 

 

栖 

p.210 

 

筑 

p.210 

 

牟 

p.210 

 

 



ページ 名　　称 種別 名　　称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
①② (陸上トラックのセパレートコース) 写真 アフロ　aflo_ogn_221016_7922
4 (陸上トラックのセパレートコース) 写真 アフロ　aflo_ogn_221016_7922
10 (話し合いをする中学生) 写真 アフロ　165687723
12 (山口県・錦帯橋) 写真 アフロ　195561091
53 (大分県立美術館) 写真 大分県立美術館
87 (雷) 写真 アフロ　96012535
94 (スロープ) 写真 アフロ　23455074
143 ユークリッドと幾何学 本文 改訂増補『新数学事典』 987 大阪書籍 1991.11.20

はじめて読む数学の歴史 82-85 上垣渉 ベレ出版 2006,1,25
143 (ユークリッド) 写真 ゲッティイメージズ　113447320
143 (原論) 写真 アマナ　ALM2F6HFF7
145 (反例を示すためのペンギン) 写真 ピクスタ　29540622
174 (トスコイン) 写真 モルテン
186 (過去60年間の大阪の猛暑日の日数) 表
193 (過去40年間の福岡の猛暑日の日数) 図

197
(過去60年間の東京・大阪・福岡の
冬日の日数)

図

198 (2022年7月の那覇・東京の最高気温) 図 気象庁ウェブページ
https://www.data.jma.go.jp/gmd/ris
k/obsdl/index.php# 気象庁

202 (SDGsポスター) 画像

https://www.unic.or.jp/activities/e
conomic_social_development/sustai
nable_development/2030agenda/sd
gs_logo/

国際連合広報センター

202
(三陸町綾里で観測された二酸化炭
素濃度)

図 気象庁ウェブページ
https://ds.data.jma.go.jp/ghg/kans
hi/obs/co2_monthave_ryo.html 気象庁

203
(電気自動車とガソリン車の二酸化
炭素排出量の比較)

図
ZERO CARBON DRIVE
Let's ゼロドラ ウェブ
ページ

https://www.env.go.jp/air/zero_car
bon_drive/index.html 環境省

203 (SDGsアイコン9) 画像

https://www.unic.or.jp/activities/e
conomic_social_development/sustai
nable_development/2030agenda/sd
gs_logo/sdgs_icon/

国際連合広報センター

203 (SDGsアイコン12) 画像

https://www.unic.or.jp/activities/e
conomic_social_development/sustai
nable_development/2031agenda/sd
gs_logo/sdgs_icon/

国際連合広報センター

203 (SDGsアイコン13) 画像

https://www.unic.or.jp/activities/e
conomic_social_development/sustai
nable_development/2032agenda/sd
gs_logo/sdgs_icon/

国際連合広報センター

203 (電気自動車) 写真 アフロ　113917585

204
(先進レーダ衛星「だいち4号」
(ALOS-4）CG)

画像 JAXA P100012872

204 (2006年ハワイ島のPALSAR干渉画像) 写真 JAXA
208 さっさ立て 本文 東西数学物語 26-28 平山諦 (株)恒星社厚生閣 1973.11.30
210 (九州新幹線) 写真 九州旅客鉄道株式会社

210 (九州新幹線ダイヤグラム) 図
JR九州より入手したデータをもとに作
成

212
(2025年の大阪・関西万博会場のイ
メージ図)

画像 ２０２５年日本国際博覧会協会

212 (1970年当時（万博）) 写真
万博記念公園マネジメント・パート
ナーズ 1970年当時CP45_804_017

212-
213

(1970年大阪万博入場者数)
本文・
表・図

大阪府

※上記以外のイラスト・写真等は当社において作成しました。

気象庁

備考４の内容について確認しました。☑

⑤　出　典　一　覧　表

申　請　図　書 出　　　　　　典
備　考

https://www.data.jma.go.jp/obd/st
ats/etrn/index.php気象庁ウェブページ

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
https://ds.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/obs/co2_monthave_ryo.html
https://ds.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/obs/co2_monthave_ryo.html
https://www.env.go.jp/air/zero_carbon_drive/index.html
https://www.env.go.jp/air/zero_carbon_drive/index.html
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php


⑥用語・記号リスト　［２年］

１節　文字式の計算 同類項 16

２節　文字式の活用
ア
イ
ウ

32-33
12-14、27、28
33

１章の問題　とりくんでみよう ウ 36

１節　連立方程式
ア
イ
ウ

38-41
42-43、46-47
42、44

２節　連立方程式の活用

２章の問題　とりくんでみよう ウ 60

１節　１次関数
変化の割合

傾き
67
72

ア
イ
ウ

62-64
64、67、68、69、73
64、67

２節　１次方程式と１次関数 ウ 84

３節　１次関数の活用
ア
イ
ウ

92-93
89
86、87、89、93

３章の問題　とりくんでみよう ウ 96

１節　角と平行線
対頂角
内角
外角

100
106
106

イ

ウ

98-100、102、104、
111-113
103、106、108、109、112、
114

２節　三角形の合同と証明
≡
証明

117
123

イ
ウ

127
118、119

４章の問題　とりくんでみよう ウ 134

１節　三角形
定義
逆
反例

138
144
145

イ
ウ

136-138
143、149、150

２節　平行四辺形
ア
イ
ウ

157
152
153、159

５章の問題　とりくんでみよう ウ 166

１節　場合の数と確率
ア
イ
ウ

168-180
173、177、178-179
179

６章の問題　とりくんでみよう ウ 183

１節　箱ひげ図
ア
ウ

186-197
191、193、194、197

７章の問題　とりくんでみよう ウ 200

７
章
　
デ
ー

タ
の
比
較

掲載
ページ             章

数学マイトライ

        内  容
用語・記号

掲載
ページ

数学的活動

１
章
 
式
の
計
算

２
章
 
連
立
方
程
式

３
章
　
１
次
関
数

４
章
　
図
形
の
性
質
と
合
同

６
章
　
場
合
の
数
と
確
率

５
章
　
三
角
形
と
四
角
形



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
1 10

10

二次元
コード
URL

自社 自社ページURL ２年の二次元コードの一覧サイト 別紙1添付

2 10
89

二次元
コード

自社 自社ページURL 直角三角形の辺上を動く点と図形の面積（グ
ラフと表）

別紙2添付

3 10
110

二次元
コード

自社 自社ページURL 図を変形して考えよう 別紙3添付

4 10
73

二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数のグラフから読み取る傾きと切片 別紙4添付

5 10
巻末

見返し⑥

二次元
コード

自社 自社ページURL 図形のまとめ２年 別紙5添付

6 10
197

二次元
コード

自社
気象庁

総務省統計局
総務省統計局

文部科学省

農林水産省
経済産業省
環境省

厚生労働省

自社ページURL
https://www.jma.go.jp/jma/menu/menurepor
t.html
https://www.stat.go.jp/
http://www.stat.go.jp/naruhodo/index.htm
l
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mai
n_b8.htm
https://www.maff.go.jp/j/tokei/
https://www.meti.go.jp/statistics/
https://www.env.go.jp/doc/toukei/tokeisy
u.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei_hakusho/to
ukei/index.html

リンク集（２年）
気象庁　各種データ・資料

総務省　統計局
総務省　統計局　なるほど統計学園

文部科学省　統計情報

農林水産省　統計情報
経済産業省　統計
環境省　環境統計集

厚生労働省　各種統計調査

別紙6添付

7 10
187

二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb011_R07_2_p187.json

年ごとの猛暑日の日数（大阪、ヒストグラ
ム）

別紙7添付

8 13 二次元
コード

自社 自社ページURL カレンダーの数の和のきまり 別紙8添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

9 15 二次元
コード

自社 自社ページURL 単項式の係数と次数 別紙9添付

10 15 二次元
コード

自社 自社ページURL ｎ次式 別紙10添付

11 16 二次元
コード

自社 自社ページURL 同類項 別紙11添付

12 33 二次元
コード

自社 自社ページURL 陸上トラックのスタート位置 別紙12添付

13 36 二次元
コード

自社 自社ページURL 円の周の長さの比較 別紙13添付

14 42 二次元
コード

自社 自社ページURL 連立方程式の解き方 別紙14添付

15 44 二次元
コード

自社 自社ページURL 加減法 別紙15添付

16 46 二次元
コード

自社 自社ページURL 代入法 別紙16添付

17 51 二次元
コード

自社 自社ページURL ３つの文字をふくむ連立方程式 別紙17添付

18 52 二次元
コード

自社 自社ページURL 連立方程式の活用（買ったドーナツとケーキ
の個数）

別紙18添付

19 53 二次元
コード

自社 自社ページURL 連立方程式の活用（美術館の入館料） 別紙19添付

20 54 二次元
コード

自社 自社ページURL 速さに関する問題 別紙20添付

21 56 二次元
コード

自社 自社ページURL 割合に関する問題 別紙21添付

22 63 二次元
コード

自社 自社ページURL 水を入れ始めてからの時間と水面の高さの関
係

別紙22添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

23 66 二次元
コード

自社 自社ページURL 変化の割合（水面の高さの上がり方） 別紙23添付

24 68 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数の変化の割合 別紙24添付

25 69 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数ｙ＝２ｘ＋３のグラフ 別紙25添付

26 70 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数ｙ＝２ｘのグラフとｙ＝２ｘ＋３の
グラフ

別紙26添付

27 70 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数のグラフの切片 別紙27添付

28 72 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数のグラフの傾きと切片 別紙28添付

29 73 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフ 別紙29添付

30 73 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数の表と式とグラフの関係 別紙30添付

31 74 二次元
コード

自社 自社ページURL １次関数のグラフのかき方 別紙31添付

32 75 二次元
コード

自社 自社ページURL 傾きが分数である１次関数のグラフのかき方 別紙32添付

33 76 二次元
コード

自社 自社ページURL 直線の式 別紙33添付

34 88 二次元
コード

自社 自社ページURL 直角三角形の辺上を動く点と図形の面積 別紙34添付

35 90 二次元
コード

自社 自社ページURL グラフから読み取る時間と道のりの関係 別紙35添付

36 96 二次元
コード

自社 自社ページURL 長方形の辺上を動く点と図形の面積（グラフ
と表）

別紙36添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

37 98 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の紙をちぎって角を集める 別紙37添付

38 99 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つの直線が交わってできる４つの角 別紙38添付

39 100 二次元
コード

自社 自社ページURL 図形のまとめ６ 別紙39添付

40 100 二次元
コード

自社 自社ページURL 対頂角 別紙40添付

41 101 二次元
コード

自社 自社ページURL 同位角と錯角 別紙41添付

42 102 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行線の同位角 別紙42添付

43 103 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行線の性質 別紙43添付

44 106 二次元
コード

自社 自社ページURL しきつめた合同な三角形の角 別紙44添付

45 106 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の内角と外角の性質 別紙45添付

46 108 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の内角と外角の性質を使った説明 別紙46添付

47 108 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の内角の和が180°であることの説明 別紙47添付

48 109 二次元
コード

自社 自社ページURL 補助線を使った角の大きさの求め方　Ｑの図 別紙48添付

49 113 二次元
コード

自社 自社ページURL 五角形の内角の和 別紙49添付

50 114 二次元
コード

自社 自社ページURL 多角形の外角の和（辺に沿って鉛筆が１周す
る）

別紙50添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

51 115 二次元
コード

自社 自社ページURL 多角形の外角の和（外角を１点に集める） 別紙51添付

52 117 二次元
コード

自社 自社ページURL 図形のまとめ７ 別紙52添付

53 119 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形が１通りに決まる条件 別紙53添付

54 120 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の合同条件 別紙54添付

55 121 二次元
コード

自社 自社ページURL 合同な三角形の組 別紙55添付

56 121 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の合同条件　問４の図 別紙56添付

57 122 二次元
コード

自社 自社ページURL 仮定、結論と証明　Ｑの図 別紙57添付

58 125 二次元
コード

自社 自社ページURL 仮定、結論と証明　問２の図 別紙58添付

59 126 二次元
コード

自社 自社ページURL 証明のしくみとかき方　Ｑの図 別紙59添付

60 126 二次元
コード

自社 自社ページURL 証明のしくみ 別紙60添付

61 128 二次元
コード

自社 自社ページURL 証明の方針 Ｑの図 別紙61添付

62 129 二次元
コード

自社 自社ページURL 証明の方針　問３の図 別紙62添付

63 130 二次元
コード

自社 自社ページURL 角の二等分線の作図 別紙63添付

64 131 二次元
コード

自社 自社ページURL 三角形の合同条件を使う証明　問３の図 別紙64添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

65 132 二次元
コード

自社 自社ページURL ２節　三角形の合同と証明　基本の問題②の
図

別紙65添付

66 133 二次元
コード

自社 自社ページURL ４章の問題④の図 別紙66添付

67 137 二次元
コード

自社 自社ページURL 二等辺三角形の２つの角 別紙67添付

68 138 二次元
コード

自社 自社ページURL 図形のまとめ８ 別紙68添付

69 139 二次元
コード

自社 自社ページURL 二等辺三角形の２つの底角が等しいことの証
明の図

別紙69添付

70 141 二次元
コード

自社 自社ページURL 二等辺三角形の性質②　問２の図 別紙70添付

71 142 二次元
コード

自社 自社ページURL 二等辺三角形であることの証明の図 別紙71添付

72 143 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つの角が等しい三角形　問２の図 別紙72添付

73 147 二次元
コード

自社 自社ページURL 合同な直角三角形の組 別紙73添付

74 148 二次元
コード

自社 自社ページURL ある点が角の二等分線上にあることの証明の
図

別紙74添付

75 148 二次元
コード

自社 自社ページURL 直角三角形の合同　問３の図 別紙75添付

76 148 二次元
コード

自社 自社ページURL 直角三角形の合同　問４の図 別紙76添付

77 149 二次元
コード

自社 自社ページURL 条件を変えても成り立つ性質　Ｑ、問１、問
３の図

別紙77添付

78 150 二次元
コード

自社 自社ページURL 「学びに向かう力を育てよう」の図 別紙78添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

79 151 二次元
コード

自社 自社ページURL １節　三角形　基本の問題②の図 別紙79添付

80 152 二次元
コード

自社 自社ページURL 図形のまとめ９ 別紙80添付

81 152 二次元
コード

自社 自社ページURL 幅が一定であるテープを重ねたときにできる
図形

別紙81添付

82 152 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形の性質　問１の図 別紙82添付

83 153 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形の性質　問５の図 別紙83添付

84 154 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件　問１の図 別紙84添付

85 155 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形の性質２の逆が成り立つことの証
明の図

別紙85添付

86 155 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件　問２の図 別紙86添付

87 156 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件　Ｑの図 別紙87添付

88 157 二次元
コード

自社 自社ページURL 上下の段がいつでも平行になる箱 別紙88添付

89 158 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件の活用　問２の図 別紙89添付

90 158 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件の活用　問３の図 別紙90添付

91 158 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行四辺形になる条件の活用　問４の図 別紙91添付

92 160 二次元
コード

自社 自社ページURL 長方形の対角線 別紙92添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

93 160 二次元
コード

自社 自社ページURL ひし形の対角線 別紙93添付

94 162 二次元
コード

自社 自社ページURL 平行線と面積が等しい三角形 別紙94添付

95 163 二次元
コード

自社 自社ページURL 面積を変えずに四角形を三角形に変形する 別紙95添付

96 163 二次元
コード

自社 自社ページURL 面積を変えずに五角形を三角形に変形する 別紙96添付

97 164 二次元
コード

自社 自社ページURL ２節　平行四辺形　基本の問題①の図 別紙97添付

98 164 二次元
コード

自社 自社ページURL ２節　平行四辺形　基本の問題②の図 別紙98添付

99 164 二次元
コード

自社 自社ページURL △ABEと面積が等しい三角形 別紙99添付

100 165 二次元
コード

自社 自社ページURL ５章の問題②の図 別紙100添付

101 169 二次元
コード

自社 自社ページURL さいころを投げたときのそれぞれの目が出た
相対度数

別紙101添付

102 174 二次元
コード

自社 自社ページURL ２枚のコインを投げた回数と表・裏の出方の
相対度数

別紙102添付

103 175 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つのさいころの目の出方 別紙103添付

104 181 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つのさいころの目の出方（P.175と同一） 別紙104添付

105 183 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つのさいころの目の出方（P.175と同一） 別紙105添付



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
申請図書 学習上の参考に供する情報

備考

106 186 二次元
コード

自社
気象庁

気象庁

自社ページURL
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etr
n/index.php
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsd
l/index.php

気象庁ウェブページ（２年）
気象庁　過去の気象データ検索

気象庁　過去の気象データ・ダウンロード

別紙106添付

107 188 二次元
コード

自社 自社ページURL 四分位数と箱ひげ図 別紙107添付

108 189 二次元
コード

自社 自社ページURL 年ごとの猛暑日の日数（大阪、ドットプロッ
トと箱ひげ図）

別紙108添付

109 190 二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb012_R07_2_p190.json

年ごとの猛暑日の日数（大阪、箱ひげ図） 別紙109添付

110 191 二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb013_R07_2_p191.json

Ａ～Ｄ社の従業員の年齢（箱ひげ図） 別紙110添付

111 192 二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb014_R07_2_p192.json

年ごとの猛暑日の日数（大阪、ヒストグラム
と箱ひげ図）

別紙111添付

112 193 二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb015_R07_2_p193.json

年ごとの猛暑日の日数（福岡、ヒストグラム
と箱ひげ図）

別紙112添付

113 197 二次元
コード

自社
sgrapa.com

自社ページURL
https://www.sgrapa.com/app/index.html?pr
ojectId=nb016_R07_2_p197.json

年ごとの冬日の日数（福岡・大阪・東京、箱
ひげ図ほか）

別紙113添付

114 211 二次元
コード

自社 自社ページURL 条件を変えて考えよう 別紙114添付

115 213 二次元
コード

自社 自社ページURL 1970年の大阪万博の入場者数 別紙115添付

116 214 二次元
コード

自社
Scratch

Scratch

自社ページURL
https://scratch.mit.edu/projects/2994529
88/
https://scratch.mit.edu/about

星形正多角形のアルゴリズムを考えよう

Scratchについて

別紙116添付

117 224 二次元
コード

自社 自社ページURL ２つのさいころの目の出方（P.175と同一） 別紙117添付
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